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課室名:課室名:産業支援課

内線:内線:3908

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成14年度～

会計 款 項 目

一般会
計

商工業
費

商工費 商工振興費

説明事業

産学連携推進費

戦略項目

担当名:担当名:新産業企画・創業支援担当

07　　　世界水準の中小企業

030101　がんばる中小企業の支援

予算額

決定額 △3,938△3,938

現計額 93,57493,574

6262

25,11225,112

△4,000△4,000

68,46268,462

89,63689,636

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

諸収入
一般財源

番号

新都心ビジネス交流プラザ管理運営費

１　事業概要

　創業・ベンチャー支援センター埼玉、産学連携支援セ

ンター埼玉、知的財産総合支援センター埼玉、次世代自

動車支援センター埼玉が入居する民間ビル(さいたま市

中央区上落合地内　アルーサＡ館、2,618㎡)を借り上げ

、建物を管理、運営する。

（１）新都心ビジネス交流プラザ管理運営費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△3,938千円

２　事業主体及び負担区分

(県10/10)

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×1人＝9,500千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　「創業するなら埼玉」を合い言葉に、起業家やベンチャー企業、ビジネスパートナーなどが集まり、交流・連携
　　することにより、創業・ベンチャーの活性化等を支援する拠点として、新都心ビジネス交流プラザを管理、運営す
　　る。

（２）主な入居機関
　    創業・ベンチャー支援センター埼玉、産学連携支援センター埼玉、知的財産総合支援センター埼玉、
　    次世代自動車支援センター埼玉、ＭＩＯ新都心、埼玉中小企業家同友会

（３）事業効果
　　　新都心ビジネス交流プラザの運営により、県内産業の振興と新事業創出による県内経済の活性化、雇用の促進が
　　図られ、合わせて起業のメッカとしてのさいたま新都心の活性化が図られる。
　　【平成23年度実績】
　　　4センターの相談件数の合計：6,809件

    ア　官民共同で運営（民間設置機関：ＭＩＯ新都心、埼玉中小企業家同友会）

　　（１）新都心ビジネス交流プラザ管理運営費：事務経費の節減により生じた執行残の減額及び契約差金発生に

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況

　  イ　産学連携に関する基本協定に基づく、さいたま市との連携

（５）施設概要
      ・名　　称：新都心ビジネス交流プラザ
      ・場　　所：さいたま市中央区上落合2-3-2(ＪＲ埼京線北与野駅前)
      ・規　　模：ＲＣ10階建　5,795.37㎡(うち県借上面積2,618.86㎡)

（６）補正予算の概要

(単位：千円)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伴う減額。

分野施策


